
問い合わせ

高い志と強い使命感を併せ持つ女性リーダーを育成するために、
皆様からの貴重なご寄附は下記の事業に使わせていただきます。

国際連携によるジェンダー平等推進事業
　　　　　　を推進するための取り組みとして、 奨学金（理系を中心とした女子学生・院生への
給付型奨学金）の設立、ジェンダー平等に関する国際シンポジウムの開催、ジェンダー平等に関する国際的な
共同研究の推進等を行います。

女子学生・院生の育成・支援
女子大学院生を対象としたグローバルリーダー育成事業として、海外実地研修を支援するとともに、国内外で
セミナーやインターンシップを行います。また、理系女子学生コミュ二ティ「あかりんご隊」の活動支援を行います。

女性研究者の研究力強化支援事業
女性研究者の研究力向上を目的に、「共同研究助成」、「英語プレゼンテーション・セミナー」、「学術雑誌投稿論文の
英文校閲費用助成」等の多岐にわたる支援事業を行います。

女性教職員を対象としたリーダーシップ研修事業
女性教職員が大学の上位職登用を目指すにあたり、必要な情報・資質・技能を学ぶ「女性リーダーシップ・プログラム」
事業を行います。

社会貢献事業
「あいち男女共同参画社会推進・産学官連携フォーラム」や「AICHI女性研究者支援コンソーシアム」を強化し、地域
における男女共同参画推進や女性研究者の活躍を支援します。

その他
女性リーダー育成に伴う必要な諸事業

寄附金の使途

あ か り ん ご 隊

あかりんご隊は理系女子学生のコミュニティ。
高い志を持つ女子学生たちが
ネットワークを広げ、夢を実現するために、
様々な活動を展開しています。

寄附者への特典

名古屋大学男女共同参画室HPに、寄附者・寄附企業等のお名前を掲載させていただきます。掲載の可否に
ついては、ご希望に応じます。ご寄附２０万円以上の場合は、ご希望により、ＨＰ掲載に加えてご寄附者名を銘板
により豊田講堂内に掲示させていただきます。

名古屋大学が行う男女共同参画推進事業やイベントにご招待します。

〒４６４－８６０１　名古屋市千種区不老町　名古屋大学

基金事務局
TEL：０５２（７８９）４９９３

Eメール： kikin@adm.nagoya-u.ac.jp

男女共同参画事務局
TEL：０５２（７８９）３９３９

Eメール： kyodo-sankaku@adm.nagoya-u.ac.jp
HP： http://www.kyodo-sankaku.provost.nagoya-u.ac.jp/

寄附金に対する税法上の優遇措置
税法上の優遇措置があります。「名古屋大学基金」のHP（http://www.nagoya-u.ac.jp/extra/kikin/）を
ご覧ください。

ご寄附のお申し込み方法
個人の皆様

銀行・郵便局で振込用紙による方法
本パンフレットに同封の振込用紙をご使用ください。または下記基金事務局にご連絡いただきますと、振込用紙
（名古屋大学基金のしおり）を送付させていただきます。

クレジットカードによる方法
「名古屋大学基金」のHP（http://www.nagoya-u.ac.jp/extra/kikin/ ）からお申込みください。ご利用いただ
けるカードは、VISA、MasterCardです。毎月定額をご寄附いただくことも可能です。

インターネットバンキングによる方法
Eメール（kikin@adm.nagoya-u.ac.jp）で基金事務局までご連絡ください。
折り返し、お振込み先等のご案内をメールにてお知らせします。

日頃から、ご協力をいただいている皆様。
今後も継続的な支援をお願いします。

《ご寄附の方法は、以下の種類をご用意しております。いずれの場合も、「特定基金：女性リーダー育成支援事業」をご指定願います。》

法人・団体の皆様
名古屋大学基金事務局までご連絡ください。

環境

食

社会システム

健康教育文理の垣根を越えた博士課程教育プログラム：
「ウェルビーイング in アジア」
実現のための女性リーダー育成プログラム

AICHI女性研究者支援コンソーシアム

女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
は
、

明
日
へ
の
原
動
力
。

地域全体が手を結び、
女性研究者が輝くステージへ。
先進的な研究成果を世界へ発信
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ウェルビーイングを実現し、
アジアの未来を拓く女性リーダーを育成

◆貧困問題
◆多様な健康問題
◆ジェンダー格差

さまざまな発展段階にある
多文化社会アジアにおいて
解決すべき課題

活動は世界へ。
名古屋大学はUN Womenによる を
推進する世界の10大学に日本から唯一選出

名古屋大学

豊橋技術
科学大学

名古屋
市立大学

推進協議会

AICHI
女性研究者支援
コンソーシアム
女性研究者の上位職登用
および研究能力の

向上支援・企業への普及

行政 産業界

名古屋大学における男女共同参画の取り組み グローバルに活躍する女性リーダーを育成

1） 男女共同参画推進のためのセンター（拠点）を創設します。
2） 2020年までに女性リーダー（管理職）20%への増加を目指します。
3） 男女共同参画推進のための産学官連携を推進します。
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女性リーダー育成を支援してまいります。
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